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 １月３０日（水）、学校評議員会・学校運営協議会がありました。４名の委員の方が、小・

中学生の授業を参観しました。1 年生は、音楽「和楽器の調べ」、正座で足をしびれさせなが

らも琴の演奏を披露しました。2 年生は、英語「The Movie Dolphin Tale」、全て英語での

会話でした。3 年生は、美術「木彫り（飾り彫り）」、強弱に気を付けて彫った作品を紹介し合

いました。学校評議員の方々からは、「楽しそうに授業をしていた」、「先生と生徒の関係がと

てもよいと感じた」、「先生方が、褒めたり、寄り添ったり、子どもの発言を拾って広げたりし

ていることが素晴らしい」などの感想をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 １月２５日（金）、学校林の間伐材を活用して鍋敷きやコースターなど、生徒の自由な発想

で製作をしました。６７年間続けられてきた学校林活動の最後として、思い出に残る作品を

一生懸命作りました。杉のよい香りがする作品

ですので、ぜひご家庭でご活用ください。また、

常盤財産区や森づくり推進課、地域講師の皆

様、これまで森林学習・学校林活動ではたいへ

んお世話になりました。これまでの学びを今後

も生活に生かしていきます。本当にありがとう

ございました。 

 

 

 １月３０日（水）、スマイルミーティングが開

かれ、お年玉の使い途について、考えを発表しま

した。ゲームやＣＤの購入に使う生徒、親が今後

のために貯金しているという生徒、とにかく貯

めるという生徒など、いろいろと意見が出され

ました。中には、なぜか○○を買うのに使われて

いた･･･、と不思議に思っている生徒もいまし

た。ご家庭でも話題にしてみてください。 

 

 ２月１日（金）、今春３月末の閉校を前に、最

後の講演会を開催しました。講師は、平成１２

年度から１６年度までの５年間、第１８代の校

長先生として勤務されました鎌田義人先生で

す。鎌田先生からは、「新旧校舎と常盤への想

い」と題してご講演いただきました。初めに、

旧校舎は、廊下が長かったことや、校舎のいろ

いろなところでヘビが出没していたこと、給食

が幌付きのリヤカーで運ばれていたことなど、

生徒は生まれる前の出来事に驚いていました。

そして、新校舎は、地盤を固めるために５００

本近くの杭を打ち込んで安全対策したことや、校舎入口の太い柱が常盤財産区から寄贈され

た秋田杉の丸太材であること、完成後の視察者が２０００人近くいたことなど、常盤中学校

が全国から注目されていたことを知りました。また、「ふんどし先生」こと、原田泰造さんが

当時の生徒会長の要請を受けて来校し、全国放送されたことや、赤染選手の頑張りと活躍な

ど、生徒たちはとても興味深く聞き入っていました。最後は、生徒会長の澤田雪舞さんがお

礼の言葉と一緒に、学校林の間伐材で作った鍋敷きをプレゼントしました。 

 講演会後の思い出を語る会には、鎌田先生が在職したときのＰＴＡと体育文化後援会の役

員、常盤中学校閉校事業実行委員、さらに小・中それぞれの同窓会長さんなど、たくさんの方

が参加してくださり、懐かしい思い出話に盛り上がりました。 

 当日は悪天候の中、講演会や思い出を語る会に参加していただき誠にありがとうございま

した。残り２ヶ月、常盤中での一日一日をしっかり心に刻みたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 学校運営協議会・学校評議員会 ～ 授業参観 ～ 

 

常盤中学校 閉校記念講演会 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
１年生 音楽 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
２年生 英語 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
３年生 美術 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

生徒朝会「スマイルミーティング」 ～ お年玉 貯金派？ 使う派？ ～ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 


